










































































204 糸賀英也 ・他

植と異なる原因としては，class II抗原の分布が骨，軟

骨組織に少ない可能性が考え られる.また，骨，軟骨

細胞は構造上基質に取り囲まれており，抗体との接触

から保護されていることがこれらの組織における免疫

反応に影響を与えている可能性も考えられるが今後の

検討を要する.
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1) 移植関節の抗原量が 1/2となる F1動物を用い

て血管柄付同種関節移植実験を行った.

2) RTl-A1/2の異なる組合せの方が RT1-B，Dl/ 

2の異なる組合せよりも骨，軟骨組織の嬢死は早く出

現した.

3) F1動物を用いた同種関節移植実験においても，

他臓器移植実験とは異なり，class1抗原を一致させる

ことが移植関節生着に有利であった.
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質問 山口大学整形外科村松慶一

III群において，拒絶後の chondrocyteは変性，壊死

するが，軟骨自体の幅は，保たれているのか つ

回答 北海道大学整形外科糸賀英也

3群の 12週では軟骨細胞の部分死を認めるものの，

確かに軟骨層の厚さは保たれている.壊死開始の初期

と考える.

質問 山口大学整形外科重富充則

①survival timeは何をもって判定されましたか.

②骨細胞の部分壊死に局在性がありま したか.

③拒絶時，細胞浸潤はどこに見られましたか.

回答 北海道大学整形外科糸賀英也

①主に組織所見により骨，軟骨細胞のviabilityを判

定している.

②軟部組織においては宿主の免疫細胞の侵潤を認め

たが，骨，軟骨細胞周囲への侵潤は認め られなかった.

③骨接合昔日てもは宿主の化骨と混在しているので，で

きるだけ膝関節近傍の骨組織を見ている.

質問 山口大学整形外科土井 一輝

足部の皮府で拒絶の時期を判定しているわけではな

いのか ?

回答 北海道大学整形外科糸賀英也

膝関節部については，骨，軟骨細胞の組織所見にて，

拒絶の時期を判定している.
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